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メイコンサートまであと１０日となりました。暗譜は出来ましたか？カルメンでは振りがあり、また曲と曲の間

に入退場があります。どのタイミングで入場し、退場するのか、しっかり覚えましょう。１０日なんてあっという間

に過ぎてしまいます。来週は２０時から出来田先生も参加され最後の練習です。 

 本日は総会です。（終了後ミニコンサート、メイコンの練習を行います） 
すでにご案内のとおり本日は通常総会です。総会では定数及び議決権の確認を行いますので

必ず出席簿に印を押してください。また、委任状を預かっている人はテノール矢島さんにお渡しく

ださい。団の運営について報告があり確認、議決を行います。終了後は瀧川先生の司会でミニコ

ンサートです。先生方や、参加希望の団員が出演します。誰がどんな曲を演奏するのか楽しみで

すね。最後は短い時間ですがメイコンの練習を行います。 

◆ メイコンサートについて 

○チケットの完売を目指しましょう！！ 
チケットの販売状況は如何ですか？たくさんのお客様にご来場いただき楽しんでもらいましょう。

チケットを追加で欲しい方は受付にて１枚４００円でお渡しします。チラシを活用し、できるだけた

くさんの方々に声掛けをして、チケットの完売を目指しましょう！！ 

○車椅子の方のための駐車場 
ご希望の方は、利用される方のお車ナンバーとお名前を、テノール飯田さんにお伝えください。 

○メイコンＣＤ＆ＤＶＤ、写真 
メイコンサートのＣＤとＤＶＤは制作予定です。（各１,０００円） 詳細は後日お知らせします。 

写真は井田写真館様に撮影をお願いしています。 

○メイコン打ち上げパーティ参加申込受付中！ 本日締切りです。 
５月２８日のメイコンサート終了後、ホテルメトロポリタン高崎にて１７時から打上げを行います。 

申込用紙に会費４,０００円を添えて受付に提出してください。 

（本来５,５００円のところ、団で１,５００円負担します） 大いに飲み笑い歌い楽しみましょう。 

◆ ５月４日（木）特別練習時の駐車料金について 
先週５月４日の駐車料金について、封筒に領収書を入れ名前を書いて提出してもらいましたが、

本日清算します。５００円以上の人は５００円を、５００円未満の人はその金額をお渡しします。 

受付に取りに来てください。（毎月１回清算していただく駐車料金とは別です。お間違えの無い

ようお願いします。） 

◆ ２０１７団員登録受付中です！（できるだけ５月末までに登録を済ませましょう） 
新年度の団員登録の申込みを受付けています。 

申込書に氏名・住所・メルアドなど全て記入の上、団費（１７,０００円）を添えて申込みください。 



◆ たいむず題字「帯」を募集します 

６月から第４４回演奏会に向けて第九の練習がスタートします。それに合わせて「たいむず」の題

字部分のデザインを募集します。あなたのデザインで「たいむず」を飾りませんか？デザインデー

タをメールに添付して団のアドレスに送信してください。応募が複数の場合は運営委員会で選考さ

せていただきます。（締切：５月２５日（木）） ご応募お待ちしています。 

◆ アンケートにご協力ください 
団員を増やすために、現団員の皆さまがどのようなきっかけで入団なさったかのアンケートを取ら

せていただくことになりました。無記名でけっこうです。ぜひご協力をお願いします。 

◆ 宮沢和史の旅する音楽：たった一人のために。 

「島唄（しまうた）」は、本当はたった一人のおばあさんに聴いてもらいたくて作った歌だ。 

９１年冬、沖縄音楽にのめり込んでいたぼくは、沖縄の「ひめゆり平和祈念資料館」を初めて訪れ

た。そこで「ひめゆり学徒隊」の生き残りのおばあさんに出会い、本土決戦を引き延ばすための

「捨て石」とされた激しい沖縄地上戦で大勢の住民が犠牲になったことを知った。 

捕虜になることを恐れた肉親同士が互いに殺し合う。極限状況の話を聞くうちにぼくは、そんな事

実も知らずに生きてきた無知な自分に怒りさえ覚えた。 

資料館は自分があたかもガマ（自然洞窟＜どうくつ＞）の中にいるような造りになっている。このよ

うな場所で集団自決した人々のことを思うと涙が止まらなかった。 

だが、その資料館から一歩外に出ると、ウージ（さとうきび）が静かに風に揺れている。この対比を

曲にしておばあさんに聴いてもらいたいと思った。 

歌詞の中に、ガマの中で自決した２人を歌った部分がある。「ウージの森で あなたと出会い 

ウージの下で 千代にさよなら」という下りだ。「島唄」はレとラがない沖縄音階で作ったが、この部

分は本土で使われている音階に戻した。２人は本土の犠牲になったのだから。 

みやざわ・かずふみ。６６年生まれ。歌手 

                               ２００５年８月２２日 朝日新聞（朝刊）より 

◆産経新聞に掲載

されました！ 

 

 

５月１６日の産経新聞に掲

載されました。本番さなが

らに熱の入った練習の様

子がうかがえますね。 

 

 


